
公
益
財
団
法
人
不
老
会
第
四
十
九
回
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
三
十
九
回
御
名
札
納
め
式
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
列
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
式
は
、
御
遺
族
の
方
を
中
心
に
営
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

一
般
会
員
に
対
す
る
通
知
は
本
公
告
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

記　
　
　

日　

時　

令
和
五
年
五
月
十
二
日（
金
曜
日
）
雨
天
決
行

開　

式　

午
後
一
時
三
十
分
（
午
後
三
時
終
了
予
定
）

会　

場　
「
献
体
の
塔
」
前
広
場

　
　
　
　

名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
一
丁
目
四
〇
一
番
地

※�

駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
献
体
の
塔
」
へ
の
ご
案
内

名
古
屋
駅
よ
り

　

１　

市
バ
ス
の
み
ご
利
用
（
約
45
分
か
か
る
が
、
乗
り
換
え
な
し
）

　
　
　

名
古
屋
駅
（
⑩
番
の
り
ば
）
猪
高
車
庫
行
き
（
基
幹
２
号
系
統
）
で

　
　
　
「
光
ヶ
丘
」
下
車
。
徒
歩
５
分

　

２　

地
下
鉄
を
ご
利
用
の
場
合
は

　
　

・
名
城
線
「
自
由
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

市
バ
ス　

星
ヶ
丘
・
猪
高
車
庫
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）
で
「
光
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

徒
歩
５
分

　
　

・
東
山
線
「
星
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

市
バ
ス　

地
下
鉄
自
由
ヶ
丘
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）
で
「
平
和
公
園
」
下
車

　
　
　

徒
歩
５
分

第
四
十
九
回�
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
三
十
九
回�
御ご
み
ょ
う
さ
つ

名
札
納
め
式
の
ご
案
内

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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私
た
ち
の
体
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
「
細
胞
」
が
ひ
し
め
き
合
っ

て
い
ま
す
。
細
胞
た
ち
は
、
丸
か
っ

た
り
細
長
か
っ
た
り
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
か
た
ち
や
分
布
の
仕
方
に
応
じ

て
、
隣
近
所
に
い
る
細
胞
と
の
あ
い

だ
に
、
押
し
た
り
引
っ
張
っ
た
り
と

い
う
「
ち
か
ら
関
係
」
を
成
立
さ
せ

て
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
、
こ
う

し
た
「
押
し
・
引
っ
張
り
の
や
り
と

り
」
が
、
細
胞
た
ち
が
し
っ
か
り
と

成
長
す
る
・
働
く
上
で
大
切
だ
と
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

か
ら
だ
・
臓
器
の
中
で
の
細
胞
同

士
の
「
押
し
・
引
っ
張
り
」
を
見
つ

け
る
方
法
と
し
て
、「
切
っ
て
み
る
」

の
が
有
効
で
す
。
た
と
え
ば
、
新
鮮

な
ピ
ー
マ
ン
を
輪
切
り
に
し
て
、
そ

の
輪
っ
か
の
一
箇
所
に
割
を
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
連
続
性
が
断
た
れ

た
（
視
力
検
査
の
図
形
の
よ
う
に

な
っ
た
）
ピ
ー
マ
ン
の
壁
が
た
ち
ま

ち
外
向
け
に
反
る
・
開
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
も
と

も
と
「
輪
っ
か
」
の
時
に
は
ピ
ー
マ

ン
の
壁
の
深
い
と
こ
ろ
で
水
分
を
多

く
含
ん
だ
細
胞
が
お
し
く
ら
ま
ん

じ
ゅ
う
し
な
が
ら
、
壁
の
表
面
に
あ

る
層
（
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
の
よ
う
に

弾
力
を
持
っ
た
）
を
引
き
伸
ば
し
て

い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
そ
れ
で

釣
り
合
っ
て
い
た
の
が
、「
切
る
・

割
を
入
れ
る
」
こ
と
で
、
次
の
よ
う

に
、
細
胞
た
ち
の
「
反
動
」
が
起
き

て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
ず
、「
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

細
胞
」
が
切
断
面
か
ら
あ
ふ
れ
出
そ

う
と
（
乗
車
率
三
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
満
員
電
車
の
ド
ア
が
開
く
時
に
乗

客
が
ド
ア
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
よ
う

に
）
し
ま
す
。
一
方
、
引
き
伸
ば
さ

れ
の
反
動
と
し
て
「
表
面
の
層
」
が

縮
む
こ
と
で
「
壁
全
体
の
反
り
・
開

き
」
が
起
き
ま
す
（
綱
引
き
競
技
中

に
綱
の
真
ん
中
が
切
れ
て
し
ま
う
と

両
チ
ー
ム
が
し
り
も
ち
を
つ
い
て
し

ま
う
の
に
似
て
い
ま
す
）。
こ
の
「
割

入
れ
実
験
で
知
り
得
た
、
も
と
も
と

か
ら
だ
の
中
で
成
立
し
て
い
た
押

し
・
引
っ
張
り
現
象
」
は
、
ピ
ー
マ

ン
が
、
空
洞
を
取
り
囲
む
と
い
う
か

た
ち
を
し
た
果
実
の
強
度
を
確
保
す

る
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

じ
つ
は
、
ヒ
ト
を
含
む
動
物
の
か

ら
だ
の
中
で
も
、
血
管
や
消
化
管
に

お
い
て
、
細
胞
の
押
し
と
引
っ
張
り

の
組
み
合
わ
せ
を
利
用
し
た
壁
の
強

度
確
保
の
し
く
み
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
っ
か
を
切

る
と
、
ピ
ー
マ
ン
同
様
に
「
反
り
・

開
き
」
が
起
き
ま
す
）。 

し
な
び
た

（
本
来
深
部
に
あ
る
べ
き
水
分
が
少

な
い
）
ピ
ー
マ
ン
で
は
「
輪
っ
か
切

開
時
の
反
り
・
開
き
」
が
起
き
ま
せ

ん
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
適
度

な
水
分
を
と
っ
て
私
た
ち
の
細
胞
に

み
ず
み
ず
し
さ
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
い
い
仕
事
を
し
て
く
れ
そ

う
で
す
。

ち
な
み
に
、
植
物
の
中
に
は
、
実

の
壁
を
逆
に
「
内
向
き
に
巻
か
せ

る
」
こ
と
で
種
を
飛
ば
す
と
い
う
ホ

ウ
セ
ン
カ
の
よ
う
な
工
夫
も
あ
り
ま

す
。
動
物
で
も
、
脳
が
作
ら
れ
る
過

程
で
「
壁
の
内
巻
き
」
が
観
察
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
意
義
な
ど
が
探
求
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医
学
の
お
は
な
し

細
胞
の
「
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
・
綱
引
き
」

　
　
　
　

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

細
胞
生
物
学
分
野　

教
授　

宮　

田　

卓　

樹

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

令
和
五
年
度
の
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
愛
知
医
科
大
学
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
、
知
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

◎　

日　

時　
　

日  
時　

六
月
十
日
（
土
）　

午
後
二
時
～
午
後
三
時
三
十
分
（
予
定
）

◎　

場　

所　
　

愛
知
医
科
大
学　

大
学
本
館
二
階
「
た
ち
ば
な
ホ
ー
ル
」

◎　

次　

第　

　

○　

会
員
の
集
い

　

○　

講
演
会

◎　

 

本
案
内
を
も
っ
て
本
学
登
録
会
員
の
皆
様
へ
の
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

 

ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
誠
に
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
「
は
が
き
」
に
「
会
員
の
集
い
出
席
」
と
明
記
し
、
住
所
、

氏
名
、
会
員
番
号
（
会
員
の
方
の
み
）
を
ご
記
入
の
上
、
五
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
に
次
の
送
付
先
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〈
送
付
先
〉

　
　

〒
四
八
〇
―
一
一
九
五　
　

長
久
手
市
岩
作
雁
又
一
番
地

　
　
　
　

愛
知
医
科
大
学　

医
学
部
事
務
部
庶
務
課　

不
老
会
係　

宛
て

◎　

会
場
へ
の
ご
案
内

　

○　

 

地
下
鉄
東
山
線
「
藤
が
丘
駅
」
下
車
、
名
鉄
バ
ス
「
藤
が
丘
発
」

　

○　

 

名
鉄
バ
ス
「
瀬
戸
駅
発
」

　

○　

 

お
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
立
体
駐
車
場
に
お
停
め
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
不
老
会　

愛
知
医
科
大
学
部
会　
　

会　

員　
　

各　

位

愛
知
医
科
大
学　
　
　
　

医
学
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

笠
井　

謙
次

公
益
財
団
法
人
不
老
会　

愛
知
医
科
大
学
部
会
会
長　
　

藤
内　

美
也
子

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
急
な
変
更
・
中
止
が
発
生
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
出
席
の
お
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
方
に
個
別
で
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

※名鉄バスをご利用の方は「本館前」で降車ください。

名
鉄
バ
ス

藤が丘発④番
（約20分）

瀬戸駅前発
（約30分）

12：40（平和橋経由）

13：00（四軒家経由）

13：20（四軒家経由）

13：00（四軒家経由）

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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令和 5年度事業計画書（抜粋）
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

「健康で幸せな人生を全うしたい。」との願いは、誰もが均しく望むところです。
この人類永遠の願望を、医学・歯学の進歩発展をとおして実現させたいとの願いが、不老会

活動の理念であり、究極の目的です。
不老会は、この医学・歯学の学習・研究に文字どおり身を持って貢献したいと心から願い、

遺体の提供により、医学・歯学の進展に寄与することを目的とする団体です。
昨今の新型コロナウイルス感染症の影響から、人々の生活環境は、大きな変化を余儀なくさ

れております。
このような厳しい環境下にあって、不老会活動の理念、究極の目的を達成するため、令和5年

度においても、可能な限り積極的に事業を実施してまいります。

１　会員等の現状
⑴　会員数の現状（令和５年１月１日現在）は、次のとおりです。

①　総登録会員数 24,989 名（対前年比193名増）
②　昨年入会者数 193 名（対前年比 68名増）
③　生存会員数 6,090 名（対前年比151名減）
④　総成願者数 11,365 名（対前年比242名増）
⑤　昨年成願者数 242 名（対前年比 13名増）
⑥　総不献体者数 7,534 名（対前年比102名増）
⑦　昨年不献体者数 102 名（対前年比 61名減）
⑧　総献眼者数 3,999 名（対前年比 81名増）
⑨　昨年献眼者数 81 名（対前年比 44名増）
　（注）上記の①、④、⑥及び⑧には、三重大学登録者分が含まれています。

⑵　会員組織等の現状
① 　全国の献体組織の殆どが任意団体であるのに対し、不老会は、国内唯一の公益財団法

人であり、県内の献体登録５大学（以下「５大学」と言う。）と密接に連携して活動する
単一の献体組織です。

　 　献体を希望される方の不老会への入会登録審査に当たっては、「献体法（略称）」の主
旨に基づき、献体の意思を尊重して行っています。

② 　生存会員数は、約６千名で推移していますが、ここ数年は減少の傾向にあり、気掛か
りな一面でもあります。

　 　不老会は「健康で幸せな人生を支援する。」ことを掲げており、会員への対応では、不
老会全体で開催する「不老会の集い」や地区ごとに行われる集会等を通じて、会員相互
の連携を深めております。

　  　ここ数年は、新型コロナウイルス感染症への対応から、予定されていた行催事は、そ
の時々の感染状況を鑑みての判断となり、従前とは異なる状況が続きましたが、令和５
年度以降においては、国や県等関係機関からの行動への制限要請が無い限り、積極的な
対応に努めて参ります。

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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２　不老会の組織及び委員会等の主な業務分担は、次のとおりとする。

※　会員の中で、会の運営業務にご協力いただける方は委員として加わっていただきます。

３　評議員会及び理事会並びに常務理事会
⑴　定時評議員会（年１回）及び臨時評議員会（随時）を開催する。
⑵　定時理事会（年２回）及び臨時理事会（随時）を開催する。
⑶　常務理事会（原則として月１回）を開催する。

公 

益 

財 

団 

法 

人

　
　不

　老

　会

評議員会　１４名

監事　２名

総務委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

組織委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

広報委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

大学委員会　委員長１　副委員長４　委員若干名

・顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
・新年初顔合わせ会に関すること。
・不老会のホームページに関すること。
・ウォーキング同好会に関すること。

・不老会及び各地区の活動に関すること。
・地区代表者会議の開催に関すること。

・会報誌（不老）の発行に関すること。
・不老会のＰＲに関すること。

・５大学との連携に関すること。
・５大学連絡協議会の開催に関すること。

※　常務理事会直轄事項
　　・献体の塔に関すること。（清掃・施設整備・その他）
　　・新規会員の入会登録審査に関すること。
　　・財政基盤の強化に関すること。
　　・情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　・愛知県アイバンク協会に関すること。
　　・各委員会の所管に属さないこと。

理 

事 

長
　
１
名

副
理
事
長
　
２
名

理 

事 

会
　
15
名

常
務
理
事
会
　
６
名

（
意
思
決
定
組
織
）

事務局 事務長（嘱託）・事務職員・必要に応じて臨時職員

【委員会組織】
【議決組織】

【執行組織】

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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４　常務理事会直轄事項
⑴　献体の塔に関すること。
　　献体の塔の清掃は、原則として年３回（５月、９月、12月）実施する。
　　献体の塔の修繕は、施工計画を作成の上、総合的な判断のもとに実施する。
⑵　新規会員の入会登録審査に関すること。
　　「入会及び登録審査会」で入会の可否を審査し、登録先大学を決定する。
⑶　財政基盤の強化に関すること。
　　募金箱の設置箇所を可能な限り増やすなど、財源の確保に努める。
⑷　情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　可能な限り情報を広く公開するとともに、個人情報の適正管理に努める。
⑸　愛知県アイバンク協会に関すること。
　　愛知県アイバンク協会との連携を密にし、「献眼への協力」を一層推進する。

５　委員会活動
〈総務委員会〉
　⑴　顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
　　 　前年度に献体（成願）された方々のご遺族及び関係機関をお招きして、５月12日に 

平和公園の「献体の塔」前広場にて挙行する。
　⑵　新年初顔合わせ会に関すること。
　　　不老会の更なる発展と会員の健康を祈願するため、熱田神宮にて開催する。
　⑶　不老会のホームページに関すること。
　　  　ホームページの内容を充実させ、不老会をＰＲするとともに、献体活動の意義につい

ての理解を広く知らしめる。
　⑷　ウォーキング同好会に関すること。
　　　前年度に実施した際の改善点等を踏まえて、計画し実行する。
　〈組織委員会〉
　　⑴　不老会及び各地区の活動に関すること。
　　　①　不老会の集いを開催する。
　　　　　期日　令和５年10月26日（木）
　　　　　場所　名古屋市公会堂　大ホール
　　　② 　地域組織の活動を活発にするため、47地区において、それぞれの地区の特性を活か

した会員集会や懇談会等の開催を喚起し支援する。
　　　　  　なお、地区の諸事情により活動が停滞若しくは休止している地域については、地区

の再編を含め、今後の地区の在り方等について検討していくこととする。
　　　　　また、必要に応じて関係役員会等を開催し、新役員の発掘に努める。
　　⑵　地区代表者会議の開催に関すること。
　　　  　不老会の諸活動を地区の代表者により一層理解していただき、地区活動の円滑な推進

が図られることを願い、原則として毎年１回以上開催する。
　〈広報委員会〉
　　⑴　会報誌「不老」の発行に関すること。
　　　　年４回（春季号・夏季号・秋季号・新春号）発行し、会員等に送付する。
　　⑵　不老会のPRに関すること。
　　　　必要に応じて啓発ポスターやパンフレット等を作成し、PRに努める。

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―
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　令和５年度の清掃計画をお知らせいたします。

日にち 時　間 担当ブロック

令和５年５月10日（水） 午前10時 三　河 ブロック

令和５年９月13日（水） 午前10時 尾　張 ブロック

令和５年12月16日（土） 午前10時 美　濃 ブロック
名古屋 ブロック

★　集合場所…名古屋市平和公園　献体の塔前広場　（雨天中止）

○　服装は、帽子、長袖、タオル、飲物などを用意しご参加ください。
○　ブロックに関係なくどなたでもご参加ください。
○　参加者は全て勤労奉仕とします。

献体の塔清掃奉仕作業のお願い

不老カレンダー
月 日 曜日 内　　容

4 18 火 地区代表者会議

4 22 土 西尾市地区会員の集い

5 6 土 一宮市地区会員の集い

5 10 水 献体の塔清掃

5 12 金 第49回献体者顕彰式並びに第39回御名札納め式

6 6 火 知多市地区会員の集い

6 10 土 愛知医科大学不老会会員の集い

6 20 火 定時評議員会

　〈大学委員会〉
　　⑴　５大学との連携に関すること。
　　　①　実務担当者会議を必要に応じて開催する。
　　　② 　各大学が、登録不老会員及び家族を対象に行う ｢不老会員の集い｣ に対して、各大

学部会員が中心となって協力支援する。（各大学：年１回開催）
　　⑵　５大学連絡協議会の開催に関すること。
　　　  　献体に関する共通課題の検討などを行い、今後の本会献体活動に反映させるため、 

５大学連絡協議会を、原則として毎年２回開催する。

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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令
和
五
年
一
月
二
十
一
日
。
恒
例
の
新
年
初
顔
合
せ

会
が
熱
田
神
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
寒
に
も
関
わ
ら

ず
、
優
し
い
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
集
合
場
所
へ
四
十

三
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

神
楽
殿
で

の
「
不
老
会
」

名
の
奉
納
の

の
ち
、
垣
内

参
拝
で
は
本

殿
に
向
か
っ

て
、
厳
か
に

首
を
垂
れ
て

拝
礼
の
あ
と
、

二
拝
二
拍
手

一
拝
の
手
拍

子
を
打
ち
、

二
月
一
日
（
水
）
に
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
十
一
階

桂
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
野
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
不
老
会
へ
の
入
会

（
献
体
登
録
）
要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
協
議
が
な

さ
れ
合
意
形
成

が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
五
大

学
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
解
剖

学
教
室
に
お
け

る
現
状
や
今
後

の
課
題
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

新
年
初
顔
合
せ
会

令
和
四
年
度 

第
二
回
五
大
学
連
絡
協
議
会

令
和
四
年
度 

第
二
回
臨
時
評
議
員
会

三
月
十
日
（
金
）
に
名
古
屋
商
工
会
議
所
ビ
ル
三
階

第
四
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
並
び

に
不
老
会
へ
の
入
会
の
ご
案
内
の
変
更
に
つ
い
て
の
議

案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
令
和
四
年
度
の
決
算
見
込
み
並
び
に
地
区

活
動
費
交
付
要
綱
別
表
の
改
正
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
）

令
和
四
年
度 

第
三
回
定
時
理
事
会

二
月
二
十
日
（
月
）
に
名
古
屋
商
工
会
議
所
ビ
ル
三

階
第
八
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
、
不

老
会
へ
の
入
会
の
ご
案
内
の
変
更
並
び
に
臨
時
評
議
員

会
の
招
集
に
つ
い
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
令
和
四
年
度
の
決
算
見
込
み
並
び
に
地
区

活
動
費
交
付
要
綱
別
表
の
改
正
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
）

本
会
の
会
運
営
の
幸
い
を
祈
願
し
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
は
じ
め
ア
イ
バ
ン
ク
協
会
か
ら
の
ご
参

加
も
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
記
念
し
て
の
食

事
会
で
は
、
大
角
評
議
員
に
よ
る
見
事
な
日
本
舞
踊
が

披
露
さ
れ
、
興
に
乗
っ
て
飛
び
入
り
さ
れ
た
藤
内
常
務

理
事
か
ら
は
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
！
」「
足
な

ら
そ
う
！
」「
肩
た
た
こ
う
！
」
と
、
全
員
で
の
大
合
唱

と
な
り
ま
し
た
。

 

（
広
報
：
齊
藤　

光
男
）各大学の先生方と不老会役員

「新春の舞」大角幸恵さん “紅梅、白梅と共に”

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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●　

目
標
は
百
ま
で
笑
顔
忘
れ
な
い

 

一
宮
市　

渥
美　

栄
夫

●　

東
寺
参
色
変
え
ぬ
松
凛
と
し
て

 

岡
崎　

嘉
村　

静
代

●　

老
梅
は
苔
の
衣
を
は
お
り
お
り

 

大
府
・
東
浦　

野
村　

悦
子

会　

員　

投　

稿

　

不
老
会
成
願
者
か
ら
角
膜
の
提
供
を
う
け
、
光
を

取
り
戻
し
た
方
々
か
ら
お
礼
状
が
事
務
局
に
届
き
ま

し
た
。

　
　
　

〇　

豊
田
市　
　

中
間　

陽
治　

様

　
　
　

〇　

東
京
都　
　

石
倉　

孝
子　

様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
四
年
十
二
月
十
七
日
（
土
）
空
模
様
が
心
配
の

中
、
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
さ
ん
、
担
当
地
区
以
外
の

会
員
さ
ん
総
勢
二
十
四
名
の
方
々
に
ご
奉
仕
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
い
つ
も
落
葉
が
沢
山
あ
り
、
皆
さ
ん

に
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
塔
周
辺
、
階
段
と
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
事
務
局
）

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

●　愛兎 熱田区　鈴木　愼吾

追
悼 

評
議
員 

鈴
木
孝
平
さ
ま

　

昭
和
六
十
二
年
に
入
会
さ
れ
、
平
成
二
十
年

よ
り
西
尾
市
地
区
代
表
、
平
成
二
十
四
年
よ
り

評
議
員
と
し
て
永
年
に
亘
り
務
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
八

十
九
才
で
成
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

沢山の落葉もきれいになりました
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